
3 〇•林地除草剤の合理的使用法

1.試験担当者

本場造林部除輩剤研究室 浅沼屣吾ほか

北海道支場造林检産林第二研究室 熨岡 洪ほか

2•就験目的

塩泰恢ソーダ系除革劑のササに対する使用姗を妝布個所の環境条件によって解析し,合専 

的使用方法の確立に役立てようとする。

このため営林局の锡カのもとに全国的に試顔姉を設定し,データをしゅう集し,その紡果から 

効果K影響すろと考えられる主蔘因子を抽出して解析を加える。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本場

作成した試姓绡に従い,ササの耗烟別に各尚怵局管内に試験地成設定された。

除單剤散布後1ヶ月〜1年目のササの抑制切果および散布前のササの形態»土壌環境縛の因 

子についてのデータを,カート・記敏时より6局13鬱林好から希告をうけた。

〇北海道支場

1. ササ型根生における架効の発現を士携の理学性の異る立地Kおいて姬杏し,枯殺力が土雄 

の性啓によって兹動することを究明した。

2. 除草剤の枯敘効果を蝕:布前に予測する指標を見いだすため,各立缁条件下のササの生態を 

部査した。その結果,サ桃下茎の分布深が枯殺効果と高い相関があり,予那の指標となるこ 

とを実証した。

3. 土堆の性質と除茹剤の効果との爬係を基礎的に明らかKするため,土埃の性曾とササ地下 

茎の分布状懲さらK±f»中忙おける薬剤の消長を謂宓した。

4. 土拿の化学的性卽とく祀有機物嚴が除草剤の毒性の消失におよほす彫郷について檢肘したc

5. 讪隹度(4 3年)散布林址の実態詡査から気象条件とくに降雨の影瓣が奠剤の消捉にかな

り彩醬をおよぼし,かつ土壤即拡よっての楚異がいちぢるしいことを知った。

6. 輙酸塩除草剤のキク科草本檀生に対する効果を,出現耕の季節的消長と林床内剛から 

検肘した。
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4.昭和4 5年度の試験計画

。本 場

実施初年度の試験地設宝着年のおくれにより,データのし歩う集が遅れている状況にある。

本年度までK報告のたったものについて,ササ理・類別田とりまとめ,主要因子一覧表を作成 

する。

この要因の中から,効果に大きく鬱料すると考えられる主因子の選定法を検肘し»統耕処理 

を行なう。

0 北海诲支埸

〔•枯役効果に影费をおよ形すササ拙下茫の深さと,散布会との関係を実除的に屁明する。

2. 境素酸塩除華剤の毒性の消始と士琲の(匕学的性質との関係を調斉する。

3. 塩素酸坦除荏：剤の土埃中における消レと散布死との関傍を土壤の性裝を変えて検制する。

4. 土性と降雨条件が境素映塩除幕剤の移動,流亡Kあたえる影容について調査する。

5•草本型故生に対する埴濁酸塩除草剤の反応を,時加,景を変えて検討する。
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